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1.WGの概要

STEP1:情報収集

課題認識

目標

具体的検討項目

STEP2:課題検討 STEP3:具体化

導入効果（目標）

水産業クラウドＷＧ 企業団体名：日本アイ・ビー・エム株式会社

水産業は、日本の沿岸部地域における重要産業であり、長い歴史の中で日本固有の食文化を支えてきた産業で

 
ある。近年の食文化の多様化や震災の影響が残る状況において、水産業の復興及び強化の実現が求められてい

 
る。

・漁業関係者、水産加工会社、

 
物流会社、海外協力団体等か

 
ら、現状の業務状況と課題をヒ

 
アリングしまとめる。あわせて、

 
消費者からの魚文化への意

 
見・要望の情報収集を行う。

・日本の水産業における高収益化、ブランド競争力の向上を通じて、経済の活性化を図る。

・ICT、クラウドを活用した新しい水産業ビジネス・モデル(スマーターフィッシュ)を構築し、日本の水産業の高収益

 
化、ブランド競争力の向上に資する。

・消費者にとって安心・安全な「水産物」の流通、提供の仕組みを検討し、具現化する。

・ヒアリング結果をもとに、クラウ

 
ドサービスを利用する領域と方

 
針を検討する。

・サービス普及推進の方法につ

 
いて検討する。

・ICT、クラウドを活用したスマー

 
ターフィッシュ実現のための実

 
証事業の検討

・次世代水産業ビジョンの策定
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関連要素技術、サービス、システム

期待される成果と報告内容

2.WGの詳細

実施体制、役割分担

幹事 日本アイ・ビー・エム株式会社

事務局

メンバー

グローバル化関連

（検討中）

漁協関係者、水産加工会社、物流会社、大学、自治体、関連団体、クラウドサービス企業

 
等

・普及促進、ビジネスモデル等の検討

・ICTを活用したSCMの構築、トレーサビリティのための仕組み、技術的インターフェースの検討等

最先端のICT、クラウドを活用した水産業ビジネスモデルを具現化し、日本の水産業の国際競争力を高め、日本ブ

 
ランドの強化を図る。

・

 

ICTによる水産業ビジネスモデルの提言と、そのために必要な制度改革や規制緩和の提案

・

 

具体的なクラウドサービスの適用範囲と技術的検討

・

 

実証事業による検証の提案

水産業クラウドＷＧ 企業団体名：日本アイ・ビー・エム株式会社
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3.ゴールイメージ(1)

水産業クラウドＷＧ 企業団体名：日本アイ・ビー・エム株式会社

関連事業者の支援サービス

・情報発信サービス
・決済サービス

「安心・安全」の実現

・HACCP管理システム

・トレーサビリティシステム

ヒト、モノすべてがつながるネットワーク

・ソーシャルネットワーク (ヒトのつながり）
・商品の荷動きや保冷状況の見える化 (モノの

 
つながり）

飲食店
小売店
取引業者

生産者

一般消費者

出荷情報
産地情報

取引情報
消費者情報

生産履歴情報
情報蓄積・解析

鮮度管理
目利き情報

消費者ニーズ
評価

食品情報
安全・衛生情報
産地情報

取引情報
商品情報

小売情報
消費者情報

・箱単位での商品鮮度管理

・場内事業者の戦略的経営

・市場ブランドの維持

インターネット

産地市場・消費地市場

産地

消費者

配送状況
温度管理

配送状況
温度管理

EPCIS

- スマーターフィッシュ・ネットワーク
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3.ゴールイメージ(2)

水産業クラウドＷＧ 企業団体名：日本アイ・ビー・エム株式会社

鮮魚流通デジタルコミュニティ

飲食店・小売店

デジタル画像、調理

 
方法、目利き情報、

 
価格などを登録

宅配

宅配



 

飲食店、小売店、消費者は、お店や自宅から産地の旬で美

 
味しい鮮魚をいつでも簡単に注文できる

 

【利便性】



 

一つ一つのモノと一人一人のヒトの結びつきで、新しい個客

 
体験から「感動」と「共感」が得られる

 

【価値共創】

消費者

産地市場

目利き情報

－今日のおすすめ！

－食材にあわせた調理方法

トレーサビリティ情報

- 生産・加工履歴

- 配達状況（温度管理含む）

ネット通販

 

+ 宅配

ソーシャルネットワーク

スマートデバイス

水揚げ・市場の入荷情報を高精細画

 
面で検索

自店の明日の日替メニューをもとに注

 
文品を検討

ネット通販で注文入力、配達も手配

http://twitter.com/
http://twitter.com/
http://twitter.com/


全体像

4.スケジュール

水産業クラウドＷＧ 企業団体名：日本アイ・ビー・エム株式会社

水産業クラウドWG

3. WG継続検討

2. クラウド活用方針

策定

1. 現状課題分析

△9月
WG Kickoff

△11月
中間報告

WGメンバー・
実施計画策定

8 9 10 11 12

△1月後半

幹事会・総会向け
報告

2012/01

漁業・加工現場
の現状・課題ヒアリング

課題分析・まとめ

クラウド活用領域
・方針の検討

WG継続計画
策定

WG継続検討

方針を関係者へ
確認・見直し

初年度案（次年度以降はWGにて検討実施）
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